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発足 三年目を迎えて
奈良 0人と自然の会

会長 川井 秀夫

5月 11日 。古都の新緑に囲まれた『奈良国際セミナー』にて、千成 15年度の通常

総会が開かれました。当日は小雨のなか、24名の来場者を迎え、 50余名の委任を

いただき、滞りなく了える事ができました。会員各位のご理解とご協力に対し、心から

お礼申し上げます。 (議事内容については6月 号 会報をご参照下さい)

さて、本会も三年目に入ります。「石の上にも三年」と申しますが、基礎固めの仕上

げの年と位置付け、新 しく参画いただいた新幹事の方々と共々に、頑張って参りたいと

心を新たにしております。

世情は依然として混迷の中にありますが、特にサーズの蔓延には、当面の対策もさる

事ながら、伝えられる情報から類推の域をでないものの、自然破壊による人間の所業が

引き金であることは否めません。エイズ・ 狂牛病・新型の熱病等々、自然界に閉じ込め

られたウイルスが、傲慢無頼な人間社会に反乱を起こしている様に思います。

我々も、自然保護・ 環境保全の思いを新たに、小さな一歩ではありますが、グローバ

ルな視点で、自然と共生できる豊かな社会づくりに貢献できればと考えております。

本会も、まだまだ胸を張る実力を備えたとは言えませんが、今年は新しいステップと

して、次の事を軌道に乗せたいと考えております。

1 黒髪山キャンプフィァル ドの活用

ドリームランド近くにありますが、自然観察・ 自然工作・ ミニキャンプ・ バーベ

キュー等、子供を対象にした諸活動には格好の施設です。先日、我々有志会員で

クラフト研修会を実施し、今後、固定フィールドとして利用する事を確認。

2 生駒市 西畑町 欄田・ 雑木林の活用

シエア自然大学の多目的な野外フィールドとして、本会を主体に、行政・ 地元農

家の支援を得て、開拓に取り組む。現地視察から始まり、青写真はこれからにな

りますが、夢のあるテーマとして、実現に向けて取り組む。
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社裁林調査グルTプの立ち上げ

社叢 (社寺林・塚の木立・ ウタキ)の保全、拡充、創出に関する調査・情報・研
究 等 地球環境の悪化に悩む世界の国々に、日本文化の発信の下つとして環境学
的指針を提示する。     「

全国的組織の中で、社寺のメッカである奈良を中心とした活動を、本会の有志メ
ンバーで今秋には発足を目指している。

これ らの新 しい活動指針をご理解いただき、今後、多目的且つ広範な外部か らの受託

要請にも、積極的に対応 していきたいと思います。

それぞれの地域、町、村 で企画要請があれば、ぜひ事務局までご連絡下さい。

今年 も会員全員の F良知良能』を生か して頑張 ってまい りたいと思います。更なる
ご支援、ご協力をお願い申 し上げます。

第 10回東海自然歩道観察会 (6月 8日 )

和 田 華 子

歴史と自然が豊かなフィール ド、多彩なメンバー、魅力的な企画に誘われて県境を越え

て入会させていただき、毎日どんな出会いがとわくわくしながら参加 しています。

さて6月 8日 、梅雨入り前の願つてもない好天、標高 810mの峠越えと渓谷歩きに備え

て杖をスタンバイ、たっぷりのお茶とお弁当を背負って、さあ出発です。

午前 10時、総勢 31名 、前回のゴール龍穴神社から車道のわきを歩き女台めました。宇野

川橋から林道へ、枝先の葉が自くなったマタタビの葉裏を返したり、コガクウツギの装飾

花の花弁を数えたり、スイカズラの花を吸つて名の由来に納得したりのゆつくりした楽し

い歩みが始まりました。      ′

やがて林道と分かれて、スギ林の間の山道へ、徐々にきつくなる勾配に息をはずませな

がらの登 りです。静御前の舞姿にもたとえられるフタリシズカの群生、遠い夜空の小さな

星を集めたように自色や淡い紫色に咲くコアジサイ、間伐や枝打ちなどの人手が入つてい

て、程よくさしこむ陽光が豊かな林床の植生をはぐくんでいるのでしょうか。

そして天上の音楽のように樹間を渡つてくる鳥の声、あれはツツドリ、こちらはオオル

リ、カッコウにホ トトギス、ミソサザイと教えられて名を知った鳥たちに癒され、疲れを

忘れて一足―足登つていきました。

12時 30分クマタフ峠 (810m)に到着、昼食、しばらくは林道歩きです。ミズナラ、

ヤブウツギ、ハリギリ、テツカエデ、サルナシ、タカノツメ、クマシデ、ダンコウバイ、

ケヤマハンノキ、コシアブラ、谷ぞいの林道のせいか樹種が豊富で、葉つぱの饗宴に何度

も足が止まります。
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14時、カジカの声に迎えられて、済浄坊渓谷の小道へ、大小の滝と草や樹など自然が造

りだした見事な渓谷に見とれましたが、濡れた岩で滑らないよう、時々へつぴり腰になり

ながら通過しました。

谷筋をぬけると、空が大きく広がって、眼前には曾爾高原、左手に鎧岳.

そして、今日のゴールは曾爾村人ケ大字の産土神、門僕 (か どふさ)神社の御葉付イチ

ョウ、「植物の進化系統を示すものとして学術上極めて貴重」と案内板にもあつて、ひとし

きり樹上を見上げたり、周 りを回つてみたり。イチョウの樹の下で反省会を済ませ、なん

とかバスにも間に合いました。お疲れさま～つ。席に座つたらチョット眠くなつてきまし

た。下見をして資料を用意して下さつたスタッフの方々、ありがとうございました。 |

ホントいい一日でした。

6月 度例会 一黒髪山での自然工作一 樋 口 善雄
｀

6月 15日 (日 )曇 り。黒髪山キャンプフィール ドにて、 13名 の参加。

○目標 今回の工作は来る6月 28日 (土)の奈良県環境フェアーヘの準備と打ち合わせも

兼ねました。従つて、当日の工作品は、環境フェアーでの出し物に限つての工作体験でし

たが、習熟していただいて、他のイベントのリーダーとして活躍していただけるように材

料等準備しました。

○工作概況

1「エンピツとモックン」 「温度計付きモックン」

ナイフ取り扱いの基本ではそれぞれが子供になつて考えていました。温度計は温暖化防

止に因んでのサービスです。

2「 ヨシ笛」

材料が川の土手や野原で容易に入手できること。ナイフ 1本で簡単に作って遊べること。

また音を出す事は注意を引きます。

3「セミ丸君」 (セ ミ太郎は商標侵害に相当)

セミの声でなく、カエルの声になつたり、雌のセミを作つたりして楽しみました。

○振 り返り

① 「奈良人と自然の会」の発足以来 3年 目を迎えました。ボチボチ人前に出ても良いので

はないかと思い、先ずは県フォーラムの行事に参カロしています。

②今年度に入つてから、我々の固定フィール ドにしたい話題があれこれと舞い込んでいま

す。今回の黒髪山キャンプ場は候補地の一つで、午後はフィール ド内を見学し、野鳥のBGM
の散策を楽しみました。
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七 夕 と 植 物

、笹の業 さらさら

軒端にゆれる

お星さまきらき ら

金銀砂子

二、五色の短冊

私が書いた

お星さまきらきら

空か ら見てる

寺田正博

七月七日は七夕である。七夕を「たなばた」と読むのはなぜでしよう。万葉集では、

「タナパタ」に「相機」や「棚幡」があてられ、織女を意味した。 七月七日の夜に、

わし座の牽牛星 (アルタイル)と、こと座の織女星 (ベガ)が出会う伝説は中国で生まれ

た。その成立は紀元前にさかのぼる。その日に種々の願いが叶えられるという伝承も発祥

は中国で古書にも書かれている。中国ではこの日に女性が裁縫の上達を願う風習が盛んに

なり長く続いた。しかし、中国では七夕にタケやササを使うことはなかった。

織女と牽牛の物語は古 くから日本に伝わり万葉集には 130あ まりの七夕歌が詠まれて

いる。しか しその歌はすべて織女と牽牛のロマンスに関するものばかりで、願いを叶えて

もらうとか、タケを飾る歌は一首もない。平安時代になると宮中では、七夕に相を作って

女性が裁縫の上達を願う行事が行なわれ、室町時代にはカジノキ (ク ワ科)に歌の短冊を

結びつける習慣が生まれたが、まだタケやササは記録にはない。

「天の河とわたる船の梶の葉に思ふことをも書きつくるかなJ(後拾遺集 。上総乳母)

現在のように七夕にタケを使う習わしが書物に載るのは、「太平記」が古く、盛んになる

のは江戸時代からである。

国文学者の折口信夫の見解では、古代、水辺の小屋に開じこもり、神にささげる布を織

りながら神を迎えた棚機女 (たなばたつめ)がいたというのである。年に一度、水のほと

りで神を待つこの棚機女と、天の川で年に一度再開する中国の織女伝説がうまく一致し、

わが国のタナバタになったと。本来、七夕は水神を迎える儀式でもあったわけである。

現代も島根県の宍道湖では水辺に七夕のタケを立てる。

七夕とタケの結びつきは、文献上は南北朝時代からであるが、七夕を神の儀式とみるな

らば、タケにはそれに適合する要素が十分あり、歴史は古い。七夕のタケも水辺に立てる

風習が原型だとおもわれる。

いろいろな願いごとの橋わたしに竹や笹が使われた理由ははっきりしないが、中国では

昔から重用されていたことが種々の文献等にでているようです。

星空がきれいに見えない環境になっていますが、七夕にロマンの思いを馳せるのも一興

ではないでしょうか。

参考引用文献   「竹と人生」上田弘一郎

「植物と行事」湯浅浩史

「竹の世界」室井 綽

「年中行事を科学する」永田 久 他
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